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本日の登壇者のご紹介

代表取締役
取締役社長 COO

竹田 玄哉(たけだ げんや)

主な経歴
1978年6月 茨城県古河市出身
2008年7月 ノースウェスタン大学大学院

博士課程（宇宙物理学）修了
2009年2月 当社入社
2016年4月 COOに就任（現任）
2017年6月 取締役社長に就任（現任）

特徴
☞伝統的な業界の中にあって年齢は40代と若く、
業界の常識に囚われない柔軟な発想

☞天文学の博士課程という異色の経歴を持ち、
理系出身ならではの合理的な思考

☞社長として育児休業を取得するなど、ダイバーシ
ティを自ら実践・重視
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三桜工業は、どんな会社？

グローバル展開
（子会社・関連会社）

17ヵ国
(海外売上:約80%)

創業

86年

連結従業員数
（2025年3月末時点）

7,748名

上場市場

東証
プライム

輸送用
機器

連結売上高
（2024年度）

三桜工業は1939年に創業し、現在は東証プライム市場に上場しています。
世界第2位（当社推計）のシェアを誇る車輌配管を中心に、完成車メーカーに自動車部品を供給するTier1サプ
ライヤーとして、グローバルに展開しています。現在はデータセンター事業をはじめとした新事業の確立に邁進中です。

1,595億円

業種分類

取締役会構成
（2025年6月20日付）

グローバル

第2位

車輌配管シェア
（当社推計）

社外役員比率

58.3%

（登記社名：三櫻工業株式会社）

三桜工業株式会社
社名

本店
所在地

茨城県古河市
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◼ 三桜工業の統合報告書2025について

◼ 本説明会の目的について

◼ 三桜工業の過去・現在・未来について

◼ 三桜工業のESGについて

◼ 質疑応答

本日のアジェンダ
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◼ 本説明会の目的について

◼ 三桜工業の過去・現在・未来について

◼ 三桜工業のESGについて

◼ 質疑応答
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三桜工業 統合報告書について

当社の企業理念に則った企業活動の報告のほか、財務情報、非財務情報などを幅広く掲載し、
ステークホルダーの皆様に当社グループをご理解いただくことを目的に2021年から発行し、5年目
を迎えました。

2025年
9月30日発行

グローバル三桜グループ
価値創造の歴史とKeyword
創業85周年記念巻頭特集対談
価値創造プロセス
マテリアリティ
ビジネスモデル
三桜工業の製品①
三桜工業の製品・サービス②

価値創造の取り組みと成長戦略
トップコミットメント
中期経営方針
CFOメッセージ
地域別概況

価値創造を支える基盤
サステナビリティ推進体制
環境セクション
社会セクション
ガバナンスセクション

データセクション
11ヵ年財務サマリー
会社情報
株式情報
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三桜工業 統合報告書について［統合報告書2025 P09-10］

2030年度およびその先を見据えた中期経営方針に沿って、自動車部品事業を基盤としながらも、
データセンター事業などの新たな領域へのトランスフォーメーション（業態変革）を図る当社の姿勢
を、財務・非財務の視点から統合的にお伝えする内容となっています。
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◼ 三桜工業の過去・現在・未来について
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◼ 質疑応答
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本説明会の目的について

当社ではIR活動に注力し、投資家および株主の皆様との対話の機会を拡充しており、その取り組み
の一環として、昨年に引き続き、統合報告書説明会を開催することといたしました。

会社説明会

決算の前後の一定期間を除き、年間を通してIR面談を実施（2024年度実績：55件）

1Q 2Q 3Q 4Q

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

工場見学会

通期決算説明会

株主総会
中間決算説明会

統合報告書説明会

主に個人株主様向け
主に機関投資家様向け

主な年間IRイベント
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本説明会の目的について

三桜工業の過去の歩み、現在の事業運営、そして未来に向けた挑戦を
お伝えし、当社の持続的な成長に向けた取り組みについて、ご共感いた
だきたいと考えております。

特に、2030年度とその先を見据えた中期経営方針で掲げる、
トランスフォーメーション（業態変革）によるレジリエントなマルチポート
フォリオの構築に向けた取り組みや考え方について、詳しくご説明いたしま
す。
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三桜工業の過去
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三桜工業の歴史❶［統合報告書2025 P03-04］

第1の創業
☞ 航空機の部品
☞ 焼酎
☞ テープレコーダー用小型モーター

▼
第2の創業
☞ 冷蔵庫用コンデンサー
☞ 自動車部品

▼
第3の創業
☞ ASIMO用バッテリー
☞ 「富岳」用冷却水用樹脂配管
☞ バッテリーEV向け部品
☞ データセンター向け水冷/液冷
装置・部品

「三櫻工業」の会社名の由来
☞ 第二次世界大戦後、醸造事業を手掛けていた時の主力製品であった焼酎「三櫻」が由来になっています。
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【戦前】
創業者 竹田儀一

【第1の創業】
大宮航空工業から「三櫻工業」へ
戦前戦後の激変期を越えて

【第2の創業 現在の事業の確立とグローバル進出】
自動車部品メーカーとしての出発、
そしてグローバルカンパニーへ

【「第3の創業」へ】
歴史とDNAを受け継ぎ、激変する時代のさらに先へ

三桜工業の歴史❷［統合報告書2025 P05-08］
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三桜工業の現在
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当社の製品をイメージしていただくために、初めに動画をご覧ください。

三櫻工業株式会社@sanoh.youtube-ch
https://www.youtube.com/watch?v=_fuNXlFQqts

※動画内の数値については、公開日時点の情報です。

自動車部品事業の紹介

https://www.youtube.com/watch?v=_fuNXlFQqts
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自動車部品事業における製品群［統合報告書2025 P15］

世界中で走っている自動車のおよそ4台に1台に
当社製品が搭載されています。
主に、「走る」「曲がる」「止まる」を担う
重要保安部品を手掛け、みなさまの安全と暮らしを
支える縁の下の力持ちのような存在です。

ブレーキオイルを各四輪に届ける「ブレーキ配管」、
ガソリンを燃料タンクからエンジンに届ける「燃料配管」
が当社の主力製品です。
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重要保安部品
人命にかかわる部品のため、高い品質基準が要求されます。
ブレーキオイルやガソリンが”漏れること”は絶対に許されません。

特徴❶

荷姿の大きな部品
車輌配管は燃料タンクからエンジンにかけ
てガソリンを送ったり、各四輪にブレーキオ
イルを送る機能を担うため、自動車メー
カーへの出荷時は、複数のチューブを組み
付けた非常に大きな荷姿となります。 

競争優位性

☞ 品質基準が厳しいため、参入障壁が高く、
グローバルで5社寡占（当社+国内2社
+海外2社）の状況により、価格交渉がし
やすい環境

☞ 常に顧客の傍に製造拠点を構え、ゲストエ
ンジニアとして開発部門へ迎え入れられるな
ど、顧客に密着
次期以降のモデルの継続受注が見込まれ
るリカーリング型のビジネスモデル

☞ 自社で生産設備を整備し、顧客のニーズ
に迅速に対応が可能

☞ 鉄と樹脂、異なる素材を加工し接合する
「異材接合技術」が強み
また、樹脂の採用によって軽量化が図られ、
燃費の向上に寄与

最後に設計される部品
数多くの部品がひしめく車の床下を縫うように配置される部品のため、
自動車の仕様決定の最後の最後で車両配管の形状が決まることから、
自動車メーカーのニーズに応じた迅速な設計対応が求められます。 

特徴❷

特徴❸

特徴❹

鉄と樹脂を使い分けた部品
主に鉄の板を二重に巻いて配管を製造（造管）しますが、道路に面し
ない自動車の内部には飛び石による破損懸念が少ないことから、部品
の軽量化を重視して樹脂チューブを採用しています。

自動車部品事業の特徴と競争優位性
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グローバル展開

「日本」「北南米」「欧州」「中国」「アジア」の５つを地域セグメントとして、世界17ヵ国に展開し、国内よりも海外の
売上比率が高いグローバル企業です。
また、輸送効率改善の観点から、顧客の傍に製造拠点を構え、顧客からの信頼とともに後継モデルの受注を獲得
しやすい、リカーリング型のビジネスモデルといえます。

日本
北南米

欧州

中国

アジア

主な顧客（敬称略、売上順） 拠点数

日本
SUBARU、本田技研工業、スズキ、日産自
動車、マツダ、トヨタ自動車、三菱自動車工
業、ダイハツ工業

約20拠点

北南米
本田技研工業、トヨタ自動車、日産自動車、
SUBARU、BMW、マツダ、Volkswagen、
Mercedes-Benz

約20拠点

欧州
Volkswagen、BMW、Audi、トヨタ自動車、
Jaguar Land Rover、Mercedes-Benz、
Scania、スズキ、Porsche

約10拠点

中国 本田技研工業、トヨタ自動車、日産自動車 約10拠点

アジア
トヨタ自動車、本田技研工業、スズキ、日産
自動車、三菱自動車工業、ダイハツ工業

約20拠点
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内燃機関（エンジン搭載）車 非内燃機関車

ガソリン車 ハイブリッド車
（HEV）

プラグイン
ハイブリッド車
（PHEV）

電気自動車
（BEV）

当
社
の
売
上
規
模

大

小

ブレーキ配管関連製品

燃料配管関連製品

エンジン・環境関連製品

安全関連製品

熱交換関連製品・サーマル（温度管理）製品

今後ますますBEV化が進展
すると、売上減は必至

▷新製品・新規事業の
確立が急務

足元のBEV化進展の減速によって、特にHEVやPHEVの需要が高まっていますが、長期的にはBEVが主流に
なる見通しであり、現在の当社の事業ポートフォリオでは売上減は必至です。市場ニーズの不透明な動向にも
応えられるレジリエントな製品群の構築とともに、新事業の確立に注力しています。

自動車動力源（パワートレイン）別製品群
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三桜工業の未来
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三桜工業の中期経営方針の概要❶［統合報告書2025 P21-22］

自動車部品事業 新事業

内燃 非内燃

顧客に必要とされる限り、

最後まで撤退しない

「サンオー・ラストマン・

スタンディング戦略」を遂行

残存者利益（市場占有率の上昇・

価格決定権の確保）を獲得し、

グローバルシェアNo.1へ

レジリエントな

マルチポートフォリオの構築
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三桜工業の中期経営方針の概要❷［統合報告書2025 P21-22］

成長投資

☞ 自働化・効率化投資

☞ IT・システム投資

☞ 人財投資

☞ ESG投資

☞ 新事業探索

☞ M&A

☞ 安定配当維持

☞ 自己株買いも視野

生産性
向上

株主還元

重点配分

2030年度までのロードマップ

キャッシュアロケーション方針

売上増を見込むも、
資本効率面で一時的な踊り場

一気に
成長
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中期経営方針における自動車部品事業［統合報告書2025 P23］

グローバル自動車配管唯一の“専業”サプライヤー
として、既存市場に踏み止まり続けることで取引優
位性を獲得する「サンオー・ラストマン・スタンディ
ング戦略（残存者利益獲得戦略）」でグローバ
ルシェアNo.1を狙います。

高い市場占有率とスイッチングコストを梃に
利益率を改善

1

2

3

グローバル客先生産体制の
現地生産機能・生産性向上

サーマル自動車部品の“Tier1.5戦略”

自動車部品事業の戦略
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長期目線

☞ BEVの主流化

☞ 競合が非内燃機関ビジネスを拡大

▼

現在の当社の製品群では売上減は必至。

市場ニーズの不透明な動向にも応えられるレジ
リエントな製品群の構築とともに、データセン
ター事業をはじめとした新事業の確立に注力。

☞ BEV化進展の減速、HEVやPHEVの
需要の高まり

☞ 競合が内燃機関ビジネスを縮小傾向

▼

当社の製品群に対して優位な環境。

顧客に必要とされる限り撤退しない残存者利益
獲得戦略を遂行中。今年7月にメキシコの競合
先を買収するなど、インオーガニックな取り組みも
行うことでキャッシュカウ化を視野。

中期目線

自動車部品事業の今後の考え方



Sanoh Industrial Co., Ltd. 25

自動車部品事業の戦略❶

高い市場占有率とスイッチングコストを梃に利益率を改善
高い市場占有率と、重要保安部品と呼ばれる代替の効きづらい製品を場内供給を含む客先生産

にて供給する、高いスイッチングコストの存在を梃に利益率を改善。

サンオー・ラストマン・スタンディング戦略（残存者利益獲得戦略）を遂行中。
既に成果が出ている英国やブラジルに加え、米州や欧州でも着実に成果が出
始めており、引き合い増によるシェアの拡大を見込むとともに、業界再編の動き
も見られることから、インオーガニックなアプローチも含め事業拡大の好機。

※自動車部品事業において、引き合いから売上を計上するまでに2年程度の期間を要しますので、米州および欧州における引き合い増につきましては、2027年3月期以降の
業績に寄与する見込みです。

自動車配管市場のグローバルシェアと、三桜が目指すグローバルポジション

足元、米州および欧州に

おいて、引き合い増

FY2023

三桜

T社C社

その他

FY2030

三桜
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自動車部品事業の戦略❷

グローバル客先生産体制の現地生産機能・生産性向上
世界がブロック経済化する中、既存のグローバル現地生産ネットワークへの投資を行い、参入障壁

の一つになっている客先生産体制の現地生産機能・生産性を向上。

日本 北南米 インド

マザー工場としての造管能力の増強

を主に、国内事業の再編や生産設

備の自働化による生産機能を向上

不確定要素のトランプ関税を不安視

するも、好調な市場環境や競合の顧

客からの転注増を背景に能力増強

や、生産設備の更新による生産機能

を向上

▼

好調な市場環境を背景に、造管用

の新工場の建設や生産設備の更新

により生産機能を向上

2024年度は、約94億円の設備投資を実行しました。
2025年度では、以下の３地域を重点地域として、引き続き積極投資を行う
計画です。

メキシコの Winkelmann Powertrain México

（現Sanoh Powertrain México） を子会社化（2025年7月）

◼ 将来にわたる安定したキャッシュフローの獲得
◼ メキシコにおける圧倒的なポジショニングの確立
◼ 顧客ポートフォリオの多様化・リスクの分散化
◼ 「サンオー・ラストマン・スタンディング戦略」の実現
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自動車部品事業の戦略❸

サーマル自動車部品の“Tier1.5戦略”
OEMへの直納のみならず、CASE機能を担ってメガサプライヤー化するシステム・モジュールサプライ

ヤーへのサーマル自動車部品の供給も狙った“Tier1.5戦略”を標榜。

BEVなどに搭載されるバッテリーやインバータ、コンピューター周りの冷却管理
を担うサーマル自動車部品の開発に注力し、自動車メーカーやTier1サプライ
ヤーからの試作受注の獲得や共同開発が進行中です。

事例：EV向け円筒型電池の側面冷却
用クーリングプレートを開発

事例：EV向けインバータ用クーリング
プレートの試作受注を獲得
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中期経営方針における主な新事業［統合報告書2025 P24］

自動車配管技術を梃に、データセンターや家電
用水冷配管、設備の外販事業等の新事業へ
の展開を積極的に推進します。

1

2

3

データセンター(DC)向け冷却装置の事業化

生産ソリューションのビジネスモデル化

【サーマルx生産ソ】クロスドメインな

冷蔵庫向けワイコン事業

主な新事業の戦略
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当社の水冷/液冷製品をイメージしていただくために、初めに動画をご覧

ください。
三櫻工業株式会社@sanoh.youtube-ch

https://www.youtube.com/watch?v=52v09Iz6QGo

データセンター事業の紹介

https://www.youtube.com/watch?v=52v09Iz6QGo


Sanoh Industrial Co., Ltd. 30

新事業の戦略（データセンター事業）❶

①データセンター(DC)向け冷却装置の事業化
DCの世界市場規模が今後拡大する中、サーバーの主要な冷却手法である空冷/水冷

の別を問わず、「自社開発商品+インオーガニックの取組み」にて事業領域を拡大。

空冷 間接水冷
（リアドア式）

直接水冷/液冷
（DLC式）

液浸

クーリングプレート

水冷/液冷共通部品

将来的な
参入を
検討

パイプタイプ フィンパイプタイプ

止水機能付きコネクター バルブ機能付き継手 樹脂チューブ ASSY

マニホールド

リアドア式：サーバーラックの背面扉（リアドア）に冷却機構を組み込むことで、温まった空気を水冷で間接的に冷却する
DLC式：Direct Liquid Coolingの略で、チップの上に特殊な冷却プレートを取り付け、冷却液を通すことで熱を直接吸収し、冷却する。
液浸：コンポーネントを特別に設計された冷却液に浸して直接冷却する。

既存の
空冷に

後付け可能

アクティブフラップドア
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新事業の戦略（データセンター事業）❷

▼

上記以外にも、さまざまなメーカー・事業者との協業や検証が進行中です。
2025年度の売上貢献として、現時点では数千万円程度を見込み、来期は数億円規模の売上
を目指しております。2030年度までにデータセンター事業単体で売上200億円～250億円の達
成を目指し、引き続きさらなる実績の積み上げに注力してまいります。

受注実績❶

コンテナ型データセンター用水冷モジュール製品を受注

コンテナ型データセンター運営を手掛けるゲットワークス社と共同で、複数メーカー

の水冷サーバーに汎用的に対応可能な水冷ソリューションの新規開発を進めて

おり、同ソリューション群の一つである当社の量産製品（SUSマニホールド、樹

脂配管、ボールバルブ継手、ジョイント）一式をゲットワークス社から受注

受注実績❷❸

某メーカーからボールバルブ継手2セットを受注

某メーカーからボールバルブ継手4セットを受注

データセンターだけでなく、それ以外の用途でも「漏れない」品質と軽量かつコンパ

クト設計に高い評価をいただき、複数社から複数量を受注
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新事業の戦略（データセンター事業）❸

▼

引き続き、データセンターにおける最適なソリューションにつながる製品開発、技術開発を推進してま
いります。

開発事例❶

空冷向け新製品「アクティブフラップドア」を開発

空調効率改善と電力コスト削減で持続可能なデータセンター運営に貢献

当社試算では、特定の条件下において、一ラックあたり約240円/日の電気コスト

の削減、200ラック規模のDCでは、約1,750万円/年の電気コストの削減効果

開発事例❷

水冷式サーバーの冷却システムの中核部品「マニホールド」の

新工法を開発（一例）

ステンレス鋼管へ直接、高精度なねじ加工を施すことが可能になり、「部

品点数の大幅削減」「軽量化」「製造コストの抑制」を実現

既存製品であるシャットオフコネクタ、ボールバルブ継手、および柔軟な配

管を可能にする樹脂チューブと組み合わせることで、冷却水通路全体を構

成する部品を「モジュール」として一括提案することが可能
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新事業の戦略（生産ソリューション事業）

②生産ソリューションのビジネスモデル化
設備や装置の内製ノウハウを梃に、自働化ニーズの高まりに伴い市場の拡大が見込まれる設備の

外販にも取り組み、自社グループと外部顧客の双方の生産性向上に貢献しながら「生産ソリュー

ション」の事業化を目指す。

実績と見通し

0.26億円

2.27億円

5億円

2023年度 2024年度 2025年度

見込み

受注額

日本

中国

日本 0.05億円（1件） 1.02億円（28件） 3億円（40件）

中国 0.21億円（8件） 1.25億円（43件） 2億円（70件）

受注額と受注件数 内訳

FA

カスタマイズマッチング

既存設備

工場の自働化設備販売

海外FA機器のマッチング＆カスタマイズ

既存汎用設備の販売



Sanoh Industrial Co., Ltd. 34

新事業の戦略（冷蔵庫向けワイコン事業）

③【サーマルx生産ソ】クロスドメインな冷蔵庫向けワイコン事業
成長著しいインドの冷蔵庫市場向けにワイヤーコンデンサー事業を拡大。かつての海外事業でもあり、

三桜主力の水冷市場で配管製品およびその設備ニーズ双方を捕捉。

実績と見通し

793Mil INR

892Mil INR 885Mil INR

10.90%
7.80%

9.44%

2023年度 2024年度 2025年度

見込み

売上高 営業利益率

（2023年度および2024年度の平均為替レート1.8円/インドルピーで計算)

約14.3億円

約16.1億円 約15.9億円

ワイヤーコンデンサー スパイラルコンデンサー

54%

10%
4%

32%

 LG

Godrej

Haier

Others

売上高に占める顧客構成（2024年度）

主な製品
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◼ 三桜工業の統合報告書2025について

◼ 本説明会の目的について

◼ 三桜工業の過去・現在・未来について

◼ 三桜工業のESGについて

◼ 質疑応答
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三桜工業のマテリアリティ［統合報告書2025 P11-12］

◼ 革新的テクノロジーによる生産性向上
◼ 環境負荷低減に貢献

◼ 地域社会との共創と成長
◼ 働きがいと生きがいの両立
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三桜工業の環境への取り組み［統合報告書2025 P30-36］

☞ 環境管理体制
☞ 環境マネジメントシステム（ISO14001）
☞ 環境パフォーマンス（2024年度）
☞ TCFD提言に沿った情報開示
☞ 環境負荷低減への取り組み

主なコンテンツ
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三桜工業の社会との関わり［統合報告書2025 P37-48］

☞ 人財
☞ 株主・投資家
☞ お客様・仕入れ先様
☞ 地域・社会

主なコンテンツ

男性従業員の育児休業取得率
60.9%   91.3%

（2023年度）  （2024年度）
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三桜工業のガバナンス❶［統合報告書2025 P49-58］

☞ コーポレート・ガバナンス
☞ コンプライアンス
☞ リスクマネジメント

主なコンテンツ

入山取締役の発案により、泊まり込みの

「取締役会合宿」を毎年開催

中長期の戦略を徹底的に議論
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三桜工業のガバナンス❷［統合報告書2025 P49-58］
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ご清聴いただき、
誠にありがとうございました。
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◼ 三桜工業の統合報告書2025について

◼ 本説明会の目的について

◼ 三桜工業の過去・現在・未来について

◼ 三桜工業のESGについて

◼ 質疑応答
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事前に頂戴したご質問への回答
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Q1:御社の株主還元方針を教えてください。

A1:当社は、「持続的な成長を実現し株主の利益を確保すること」
を、重要な経営方針のひとつとして認識し、配当につきましては、
「安定配当」を基本方針としております。

ご質問❶

28円（予想）

2025年度

CFOメッセージ［統合報告書2025 P25-26］

（参考）2025年10月10日付株価
890円における配当利回り：3.14%）
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Q2:御社の一番の強みを教えてください。

A2:プレイヤーが限定された比較的競争環境の少ない寡占市場の
中で、顧客の傍に生産拠点を構えて、顧客に密着することで、
リカーリング型のビジネスモデルを構築できている点が挙げられま
す。
従業員一人ひとりの品質に対する高い意識を基盤とし、お客様
に安心と安全を迅速にお届けすることを第一に、日々の改善を
永続的に行うことで、自動車業界の安全を支えるとともに、リ
カーリング型のビジネスモデルをより強固なものにし、将来に亘っ
て獲得するキャッシュフローの安定化に努めてまいります。

ご質問❷
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Q3:トランプ関税の影響を教えてください。

A3:実際に関税を負担するなど、少なからず影響を受けておりますが、
当社ではコントロールできないコストとして、顧客へ価格転嫁をす
ることで影響の軽減を図る考えです。
今期2Q以降に本格的な関税影響を受けることになりますが、
顧客の考え方が異なるため、関税負担から回収までタイムラグ
が生じる見込みです。 
引き続き、関税負担を考慮した価格調整の提案や、調達先や
生産拠点の最適化を通じて、影響の最小化を図ってまいります。 

ご質問❸
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Q4:直近の業績推移と今期の見通しを教えてください。

A4:コロナ禍において事業基盤の安定化に注力した結果、2023年
度に過去最高益を記録しました。ただし、2024年度は一転、
中国セグメントにおける減損処理などが影響し、業績予想の下
方修正を経て、増収減益の結果となりました。
今期は、各セグメントの強弱を見極めて、「重点投資」「構造改
革」「トランスフォーメーション」を遂行し、中長期の成長を目指し
ます。

ご質問❹

重点投資地域

重点投資地域

重点投資地域

構造改革地域

トランスフォーメーション地域

構造改革地域

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

(予想)

連結
売上高

1,376.9
億円

1,568.1
億円

1,595.4
億円

1,470.0
億円

営業利益 13.2
億円

80.5
億円

48.6
億円

55.0
億円

当期
純利益

△9.1
億円

42.2
億円

7.4
億円

18.0
億円

日本

北南米

欧州

中国

アジア
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Q5:データセンター事業に参入したきっかけを教えてください。

A5:サーバールーム内の水漏れや耐荷の懸念に対して、当社の自動
車部品事業で培ってきた「漏れない」配管と「軽量」な樹脂製品
がうってつけの解決策となります。

ご質問❺

そのようなニーズがある中、2020年に
当社の「冷却水用樹脂配管」が、
ハイパフォーマンスコンピュータ「富岳」に
採用されました。

樹脂チューブ＋コネクタ樹脂マニホールド

採用理由

☞ 純国産の前提上、国内メーカーで
国内からの供給が可能

☞ 長年、自動車業界で”漏れない”
重要保安部品を手掛けてきた実
績と品質保証能力

当初の仕様検討の際、
当社の試作品はハイスペックという評価
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只今頂戴したご質問への回答
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最後に
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トップコミットメント［統合報告書2025 P17-20］

より長期的なビジョンとして考える三桜工業の企業像

「中期経営方針」の次の10年間は、当社事業全体に
占める自動車産業以外の割合をもっと拡大していくこと
になるでしょう。その変化をサプライヤーとしての可能性の
拡がりにつながる機会と捉え、さらなる進化を遂げることが
できるように、新たな価値提供に向けて積極的に共創し、
幅広くチャレンジしていく社風を今からしっかり醸成してい
きます。[一部抜粋]
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資料取扱い上のご注意

このプレゼンテーションで述べられている三櫻工業株式会社の業績予想、計

画、事業展開等に関しましては、本資料の発表日現在において入手可能な

情報に基づき判断したものです。

マクロ経済や当社の関連する業界の動向、新たな技術の進展等によっては、

大きく変化する可能性があります。

従いまして、実際の業績等が本プレゼンテーションと異なるリスクや不確実性

がありますことをご了承下さい。また、大きな変更がある場合は、その都度発

表していく所存です。
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